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新規作成　　　　　　　　　　　担　八木　確　阿南　承　新野

電気暖炉 カセット　CAS1000J

初版
Ａ 2017-03-22 ＣＡＳ１０００Ｊ図面追加　　　担　八木　確　阿南　承　新野

施工上の注意点追記　　　　　　担　中野　確　阿南　承　阿南

社名変更ほか　　　　　　　　　担　中野　確　阿南　承　阿南
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ＰＶＣチューブ接続口（背面側）
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電源コード（背面側）

【上面】

型　番
名　称
定格電源
定格消費電力
本体質量（含 薪セット）
電源コード長さ
付属予備部品
製 造 国

<仕様 >
ＣＡＳ５００Ｊ
電気暖炉カセット５００Ｊ
単相１００Ｖ　５０／６０Hz
２１０Ｗ
１８ｋｇ
１．８ｍ
予備蒸気発生器（１個）
アイルランド

【CAS500J】
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電気暖炉 カセット　CAS1000J

 

電源コード（背面側）
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【上面】

【CAS1000J】

型　番
名　称
定格電源
定格消費電力
本体質量（含 薪セット）
電源コード長さ
付属予備部品
製 造 国

<仕様 >
ＣＡＳ１０００Ｊ
電気暖炉カセット１０００Ｊ
単相１００Ｖ　５０／６０Hz
４５０Ｗ
３５ｋｇ
１．８ｍ
予備蒸気発生器（２個）
アイルランド

ＰＶＣチューブ接続口（背面側）



  

【施工上の注意点】

１．通気口について：
　造作物やケースなどに電気暖炉を収納する場合は、空気の
対流がスムーズに行われるよう、下側に空気を流入させる通
気口を設けてください（設置・取扱説明書を参照）。
　電気暖炉は、疑似炎をリアルに演出する上昇気流を作り出
すために、ヒーターを内蔵しています。通気口が確保されてい
ない場合、空気対流が適切に行われず、機器内部の熱ごもりに
よる故障の原因となります。必ず規定サイズ以上の通気口を確
保するよう、お願いいたします。

２．離隔距離について：
本体の上面より400[mm]以上、スペースを開けてください。

【同梱部材】

CAS500J/CAS1000J本体

レシーバー リモコン

蒸気発生器 蒸気ノズル先端

水タンク(1.2L)
※自動給水時は使用せず

浄水フィルター
※水タンクの場合は使用せず

1/4”PVCチューブ1m
※水タンクの場合は使用せず

アダプター
※水タンクの場合は使用せず

薪セット※別梱包

1/4”PVCチューブ”接続R1/2

外径1/4インチ＝6.35mm

CAS500Jの場合：1台
CAS1000Jの場合：2台

CAS500Jの場合   ：2個（内、1個は予備）
CAS1000Jの場合：4個（内、2個は予備）

CAS500Jの場合：2本
CAS1000Jの場合：4本

CAS500Jの場合：1個
CAS1000Jの場合：2個

CAS500J CAS1000J CAS500J CAS1000J

単体で梱包されている薪は、CAS1000Jご使用時、あるいはCAS500Jを複数台並べて使用する際に、２
つの薪セットの間のすき間に置くための化粧用です。
CAS500Jを１台のみでご使用になる場合は、不要です。

　　ご注意：
空気の「対流」が十分に得られるよう、以下の指示に従って
必ず通気口を設けてください。

　通気口の面積は、CAS500Jの場合は１台につき210平方センチメートル以上、また
CAS1000Jの場合は1台につき420平方センチメートル以上にします。通気口は電気暖炉
本体の下側に配置し、下側より吸引される空気がミストと共に上部へ放出されるようにし
てください。

・ CAS500Jの例（開口部面積：　
　　　　　　　210[cm2]以上）

通気口
通気口（底面）通気口

通気口

・ CAS1000Jの例 （開口部面積：420[cm2]以上）

400mm以上
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電源コードをコンセントから抜いた状態で作業してください。
蛇口等の止水用具に付属のアダプターを取り付けて接続してください。

蒸気発生器の表面が覆われる程度に
水を入れ(約0.75L)、蒸気トレイ内の
フロートセンサーに引っ掻かりがな
く、浮いた状態であることを確認し
てください。

本体後方下側のバルブを開いてください。

0.5Bar～8.0Barの水圧でご使用ください。
水を補充する場合は、本体内部に水をこぼさないようにご注意ください。

フロートセンサー

バルブ
メッシュフィルター

蒸気発生器の

配線を外す。

クランプ部を外に広げながら、蒸気ノズルを持ち上げる。

1回以上ご使用の場合、蒸気ノズルを持ち
上げる際に、水滴が滴ることがあります。
水平に持ち上げてください。

1

2

3

4 バルブ開 バルブ閉

※①、②、③についてCAS1000Jの場合左右2台分の作業を行なってください。

不純物などが含まれていない水道水をご使用ください。

ｘ

反時計回りに給水用キャップを回し、キャップを外してください。

蒸気発生器の配線を外し、蒸気ノズルを取り外してください。

自動給水の場合

【給水接続：自動給水の場合】

シールテープを巻いたアダプター(オスR1/2)を、現場準備のアダプター(メスR1/2)
に取り付ける。

アダプターにPVCチューブ（6.35mm）を接続し、浄水フィルターを接続する。

PVCチューブを差し込むと接続完了です。
接続後、引っ張るなどして抜けないことを確認してください。

浄水用フィルターにPVCチューブ（6.35mm）を接続し、CAS500J本体後方下側の
バルブの赤色のクリップを外し、同様にPVCチューブと接続する。
接続後、赤色のクリップを元の位置に戻す。

 ①~③の逆の順序で、給水キャップを取り付けてください。

洗濯機用水栓を開いてP15以降を参考に運転を開始してください。

PVCチューブは接続部の奥まで確実に差し込んでください。

蒸気発生器の配線は蒸気トレイのケーブル用溝を通してください。
蒸気用配線を接続してください。

ケーブル用溝

PVCチューブをカットする際は、直角にチューブをカットしてください。

浄水フィルターは矢印の方向に取り付けてください。

接続部から漏れがないかを確認してください。
接続部から漏れが確認された場合、再度PVCチューブを奥まで差し込み、確実に
PVCチューブが接続部の奥まで差し込まれているか確認してください。
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現場準備

例) 洗濯機用水栓 例) 洗濯機用水栓
　　継手付ホース

付属部品

PVCチューブ

オスR1/2
アダプター

メスR1/2
アダプター

浄水
フィルター

バルブ

メッシュ
フィルター

CAS500J/1000J本体（背面）

FLOW

＋

逆止弁

自動給水の場合　続き
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電気暖炉ｶｾｯ ﾄ5 00J CAS500J

電気暖炉ｶｾｯ ﾄ100 0J CAS1 000J

【給水接続：水タンク使用の場合】

５／ ６

【お手入れに関して1/3】

ZG160 005B
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